
『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。
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こうか

甲賀市の人口の推移

　市民駅伝競走大会では、沿道の大きな声援の中、最後の
長い直線を、選手が全力を尽くし走りきる姿が印象的でし
た。たすきの重さを感じながら、人から人へ力が、思いがつ

ながる団結力を感じました。
　テレビで駅伝の放送を見ていますと、中継所で次の走者へたすきを
渡すと倒れこんでしまう選手を見かけます。団体競技だからこそ、チー
ムの絆をたすきという形で肩にかけているからこそ、自分の限界を超
えた走りの中で多くのドラマが展開されます。たすき1本の重みで自
分の力以上のものを出せるあの団結力は、駅伝ならではのものかもし
れません。
　今年から市民駅伝にも一般の部がつくられました。今年は中学生
チームが多かったようですが、来年の大会では私もおじさんチームで、
おじさんなりのドラマを演出したいところです。　ち
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▲ 消防出初式で分列行進する女性消防隊の皆さん（関連記事は４、５ページ）
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市
で
は
、水
口
医
療
セ
ン
タ
ー

を
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
医
療

施
設
と
す
る
た
め
、改
築
工
事
基

本
設
計
業
務
な
ど
施
設
整
備
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、実
施
設
計
業
務
に

も
着
手
、水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
の

整
備
事
業
は
、本
格
的
に
動
き
出

し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、整
備
に
よ

り
、診
療
所
と
小
規
模
老
人
保
健

施
設
を
備
え
た
施
設
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
、地
域
に
求
め
ら
れ

る
よ
り
充
実
し
た
医
療
の
拠
点

施
設
と
な
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、平
成

20
年
4
月
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
新

た
に
歩
み
始
め
ま
し
た
。現
在
、

救
急
医
療
や
入
院
機
能
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、外
来
診
療
で
は
、病

気
の
予
防
・
日
常
の
健
康
管
理
、

初
期
疾
患
の
診
察
を
は
じ
め
、専

門
診
療
に
よ
り
、高
血
圧
や
糖
尿

病
患
者
等
の
慢
性
疾
患
の
管
理

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

診
療
予
約
制
の
導
入
や
診
療
日

数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
整
備
は
、地
域
住
民
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
一

次
医
療
機
関
と
し
て
、今
後
の
医

師
確
保
を
視
野
に
入
れ
た
中
で

診
療
設
備
を
充
実
さ
せ
る
も
の

で
す
。

　

全
国
的
に
医
師
不
足
に
よ
る

地
域
医
療
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
大
変
厳
し
い
医
療
情
勢
の
中

で
す
が
、今
後
も
医
師
確
保
に
全

力
を
尽
く
し
、地
域
密
着
型
の
医

療
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
社
会
を
迎
え
た
現
在
、介

護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
急
速

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、治

療
を
終
え
症
状
が
安
定
し
た
方

で
、自
宅
な
ど
に
戻
る
に
は
不
安

の
残
る
方
に
、自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

療
養
機
能
に
重
点
を
お
い
た
介

護
療
養
病
床
を
有
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
医
療
機
関
と
し
て

地域に求められる  医療施設として
～水口医療センター改築工事実施設計に着手～

▲水口医療センター外観イメージ図

ま
す
ま
す
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19
床
あ
る
介
護
療
養
病
床
は
、長

期
療
養
患
者
の
利
用
、介
護
者
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
短
期

入
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
よ
り
、高

い
利
用
率
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、独
居
老
人
や
高
齢
世

帯
の
増
加
に
よ
り
、療
養
施
設

は
、在
宅
復
帰
を
め
ざ
す
方
を
支

援
す
る
場
と
し
て
需
要
が
高
ま

り
、そ
の
重
要
性
も
増
し
て
き
ま

す
。

　

一
方
、国
で
は
、高
齢
者
の
状

態
に
合
っ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
、療
養
病
床

の
再
編
成
が
進
め
ら
れ
、そ
の
中

で
、介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、

平
成
23
年
度
末
で
全
廃
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、介
護
を

必
要
と
さ
れ
る
方
が
決
し
て
困

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、現
在
の
介

護
療
養
病
床
を
24
時
間
の
看
護

体
制
を
備
え
た
小
規
模
老
人
保

健
施
設
に
転
換
し
、さ
ら
に
10
床

増
や
し
29
床
に
し
ま
す
。

　

診
療
施
設
、療
養
施
設
の
充

実
を
図
る
た
め
、既
存
の
敷
地

内
で
、診
療
所
と
小
規
模
老
人

保
健
施
設
の
建
設
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

現
在
の
建
物
は
老
朽
化
も
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、今
年
度
、

診
療
所
お
よ
び
小
規
模
老
人
保

健
施
設
の
設
計
業
務
に
か
か
る

経
費
を
計
上
、基
本
設
計
に
つ
い

て
は
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
競
技
方
式

に
よ
り
業
者
を
決
め
、設
計
を
進

め
て
き
ま
し
た
。　

　

実
施
設
計
で
は
、診
療
所
と

小
規
模
老
人
保
健
施
設
の
連
携

機
能
を
考
慮
し
な
が
ら
、高
齢

者
配
慮
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
取
り
入
れ
た
も
の

と
し
、皆
さ
ん
に
安
心
を
届
け

る
診
療
所
と
し
て
、さ
ら
に
は
、

家
庭
生
活
の
復
帰
を
支
援
す
る

た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
備
え

た
施
設
と
し
て
、具
体
的
な
内
容

を
決
定
し
ま
す
。

　

今
後
は
、実
施
設
計
を
行
っ
た

後
、診
療
所
建
設
工
事
、小
規
模

老
人
保
健
施
設
建
設
工
事
を
順

次
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

整
備
の
詳
細
は
、今
後
、決

定
次
第
広
報
あ
い
こ
う
か
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

地域に求められる  医療施設として

今
年
度
か
ら

整
備
事
業
に
着
手

水口医療センター  ☎ 62-3346   63-1728問い合わせ2010.2.13
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5
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未
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日
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防
協
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長
表
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勤
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団
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日
本
消
防
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会
長
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隊
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（
女
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消
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隊
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信
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）

隊
長	
廣ひ

ろ
お
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希き
よ
つ
ぐ

代
次	（
甲
賀
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

精
績
章

副
隊
長	

冨と
み
ま
す増　

力よ
し
あ
き章	（

信
楽
）

分
団
長	

岩い
わ
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い
ぞ
う三	（

信
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滋
賀
県
知
事
表
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永
年
勤
続
功
労
章

隊
長	

藤ふ
じ
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で

お

出
男	（
甲
南
）

分
団
長	

岩い
わ
な
が永　

圭け
い
ぞ
う三	（

信
楽
）

　

1
月
10
日
、新
春
恒
例
の
消
防

出
初
式
を
、消
防
団
員
を
は
じ
め

多
数
の
関
係
者
の
参
加
の
も
と
、

晴
れ
や
か
に
行
い
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
の
後
、あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル
で
の
式
典
で
は
、中

嶋
市
長
か
ら
の
激
励
や
植
田
団

長
の
訓
示
、来
賓
の
方
々
か
ら
の

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。式
典
後

は
、消
防
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
に
続
き
、各
地
域
で
一
斉
放

水
を
行
い
、今
年
1
年
間
、災
害

の
な
い
年
と
な
る
こ
と
を
願
い

ま
し
た
。

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会
優
良
賞

　
　
　
　
　
（
消
防
庁
長
官
表
彰
）

団
員	

久く

ぼ保  

重し
げ
の
り徳	

（
土
山
）
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ん
こ
う幸	（

土
山
）

分
団
長	

山や
ま
も
と本　

康や
す
ふ
み文	（

甲
賀
）

分
団
長	

八は
ち
り里　

　

清
き
よ
し	（

甲
南
）

副
分
団
長	

西に
し
ざ
わ澤　

義よ
し
ひ
ろ弘	（

甲
南
）

副
分
団
長	

杉す
ぎ
も
と本　

茂し
げ
お夫	（

信
楽
）

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰　

勤
功
章	

分
団
長	

大お
お
や家　

　

晃
あ
き
ら	（

土
山
）

副
分
団
長	

林は
や
し
だ田　

宏ひ
ろ
し士	（

水
口
）

副
分
団
長	

藤ふ
じ
は
し橋　

勝か
つ
の
り則	（

甲
賀
）

副
分
団
長	

吉よ
し
ま
す益　

宏ひ
ろ
つ
ぐ次	（

甲
南
）

部
長	

谷た
に
ぐ
ち口　

　

学
ま
な
ぶ	（

水
口
）

部
長	

保や
す
い井　

東は
る
み
つ光	（

水
口
）

部
長	

久ひ
さ
む
ら村　

　

浩
ひ
ろ
し	（

土
山
）

部
長	

儀ぎ

が賀　

寿と
し
は
る春	（

土
山
）

部
長	

吹ふ
き
あ
げ上　

弘ひ
ろ
き樹	（

甲
賀
）

部
長	

山や
ま
も
と本　

欽き
ん
い
ち一	（

甲
南
）

部
長	

林は
や
し
だ田　

直な
お
ゆ
き之	（

信
楽
）

部
長	

笹さ
さ
や
ま山　

企き
す
け亮	（

信
楽
）

部
長	

宮み
や
わ
き脇　

直な
お
て
る輝	（

信
楽
）

部
長	

大お
お
ひ
ら平　

英え
い
じ次	（

信
楽
）

甲
賀
市
消
防
出
初
式

安心・安全　 への決意新たに
消
防
庁
長
官
表
彰
及
び

滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

（
15
年
以
上
勤
続
退
職
団
員
）

式
典
で
感
謝
状
・
表
彰
状
を

受
け
ら
れ
た
主
な
方
（々
敬
称
略
）

ĄĄ22

滋
賀
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

▲分列行進

▲車両パレード
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部
長	

高た
か
い井　

巧こ
う
は
ち八	（

信
楽
）

部
長	

井い
の
う
え上　

拓た
く
や也	（

信
楽
）

部
長	

大お
お
に
し西　

　

努
つ
と
む	（

信
楽
）

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰　

30
年
勤
続
章

副
団
長	

大お
お
ば
や
し

林　

鉃て
つ
お男

隊
長	

奥お
く
だ田　

琢た
く
や也（

女
性
消
防
）

滋
賀
県
消
防
協
会

甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰　

功
績
章

班
長	

村む
ら
き木　

譲
じ
ょ
う
し
ん伸	（

水
口
）

班
長	

谷た
に
ぐ
ち口　

克か
つ
み己	（

土
山
）

班
長	

望も
ち
づ
き月　

昭あ
き
お男	（

甲
賀
）

班
長	

高た
か
も
と本　

和か
ず
の
り昇	（

信
楽
）

班
長	
奥お

く
だ田　

泰や
す
お央	（

信
楽
）

班
長	
松ま

つ
も
と本　

泰や
す
あ
き明	（

信
楽
）

班
長	

辻つ
じ　

　

弘ひ
ろ
し視	（

信
楽
）

班
長	

田た
む
ら村　

　

剛
た
け
し 

（
信
楽
）

班
長	

大お
お
た
に谷　

一い
ち
ろ
う郎	（

信
楽
）

班
長	

長は
せ
が
わ

谷
川
善よ

し
ふ
み文	（

信
楽
）

団
員	

吉よ
し
か
わ川　

孝た
か
よ
し義 

（
甲
賀
）

団
員	

宮み
や
も
と本　

武た
け
ひ
こ彦	（

甲
南
）

団
員	

加か
と
う藤　

誠せ
い
い
ち一	（

甲
南
）

団
員	

村む
ら
も
と本　

篤あ
つ
の
り紀	（

甲
南
）

団
員	

古ふ
る
た
に谷　

祐ゆ
う
い
ち一	（

信
楽
）

団
員	

大お
お
は
ら原　

一か
ず
お男	（

信
楽
）

団
員	

望も
ち
づ
き月　

　

実
み
の
る	（

信
楽
）

市
長
表
彰　

技
能
章

部
長	

田た
な
か中　

重し
げ
や哉	（

甲
賀
）

団
員	

山や
ま
し
た下　

　

貢
み
つ
ぎ	（

甲
賀
）

班
長	

北き
た
ざ
わ澤　

貴た
か
ゆ
き之	（

甲
賀
）

団
員	

林は
や
し
だ田　

圭よ
し
ふ
み史	（

甲
賀
）

団
員	

緩ゆ
る
り利　

弘ひ
ろ
つ
ぐ継	（

甲
賀
）

団
員	

細ほ
そ
い井　

慎の
り
ひ
と士	（

甲
賀
）

班
長	

辻つ
じ　

　

仁ひ
と
し史	（

甲
賀
）

班
長	

近こ
ん
ど
う藤　

智と
も
た
か隆	（

信
楽
）

団
員	

大お
お
に
し西　

八や
ひ
ろ尋	（

信
楽
）

団
員	

上う
え
の野　

清き
よ
ふ
み史	（

信
楽
）

団
員	

黄き

せ瀬　

隆た
か
あ
き昭	（

信
楽
）

団
員	

谷た
に
い井　

　

卓
す
ぐ
る	（

信
楽
）

団
員	

谷た
に
う
ち内　

弘ひ
ろ
き樹	（

信
楽
）

団
長
特
別
表
彰			




班
長	

坂さ
か　

丈じ
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎	（
水
口
）

団
員	

富と
み
か
わ川　

育や
す
ひ
さ久	（

水
口
）

団
員	

京き
ょ
う
た
に

谷　

陽よ
う
い
ち一	（

水
口
）

団
員	

二に
の
み
や宮　

　

昭
あ
き
ら	（

水
口
）

団
員	

平ひ
ら
た田　

勝か
つ
ひ
こ彦	（

水
口
）

団
員	

大お
お
み
や宮　

俊と
し
ゆ
き之	（

水
口
）

団
員	

小こ
ば
し橋　

　

敬け
い	（

水
口
）

部
長	

久ひ
さ
む
ら村　

　

浩
ひ
ろ
し	（

土
山
）

団
員	

堀ほ
り
た田　

弘ひ
ろ
き貴	（

土
山
）

団
員	

小お
ぐ
ら倉　

千
せ
ん
り
ょ
う亮	（

土
山
）

団
員	

黒く
ろ
か
わ河　

竜り
ゅ
う
じ次	（

土
山
）

団
員	

橋は
し
も
と本　

久ひ
さ
し志	（

土
山
）

団
員	

小お
ぐ
ら倉　

　

栄
さ
か
え	（

土
山
）

部
長	
田た

な
か中　

重し
げ
や哉	（

甲
賀
）

団
員	
山や

ま
し
た下　

　

貢
み
つ
ぎ	（

甲
賀
）

班
長	

北き
た
ざ
わ澤　

貴た
か
ゆ
き之	（

甲
賀
）

団
員	

林は
や
し
だ田　

圭よ
し
ふ
み史	（

甲
賀
）

団
員	

緩ゆ
る
り利　

弘ひ
ろ
つ
ぐ継	（

甲
賀
）

団
員	

細ほ
そ
い井　

慎の
り
ひ
と士	（

甲
賀
）

班
長	

辻つ
じ　

　

仁ひ
と
し史	（

甲
賀
）

班
長	

近こ
ん
ど
う藤　

智と
も
た
か隆	（

信
楽
）

団
員	

大お
お
に
し西　

八や
ひ
ろ尋	（

信
楽
）

安心・安全　 への決意新たに

団
員	

上う
え
の野　

清き
よ
ふ
み史	（

信
楽
）

団
員	

黄き

せ瀬　

隆た
か
あ
き昭	（

信
楽
）

団
員	

谷た
に
い井　

　

卓
す
ぐ
る	（

信
楽
）

団
員	

谷た
に
う
ち内　

弘ひ
ろ
き樹	（

信
楽
）

他
に
も
、優
秀
な
団
員
に
次
の
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

10
年
勤
続
章	

47
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

精
励
章（
銅
章
）	

55
名

滋
賀
県
消
防
協
会
甲
賀
広
域
支

部
長
表
彰　

5
年
勤
続
章	

98
名

市
長
表
彰　

功
績
章	

28
名

市
長
表
彰　

精
勤
章	

97
名

　現在、甲賀市消防団は1,204名（内
女性21名）の方が入団されています。
　あなたも、防災への知識や技術を

身に付け、地域の安心・安全に応える消防団員になりませ
んか。消防団に興味を持たれた方や、入団を希望される方
は、総務課総合防災係までお問い合わせください。

あなたも消防団に入りませんか

総務課　総合防災係　☎ 65‐0665　  63‐4554
問い合わせ

地域の
安心・安全に
応えるために

▲一斉放水

▲表彰式

5



　次世代育成支援対策推進法に基づき、「甲賀市次世代
育成支援後期行動計画」（案）を作成しましたので、その
内容を公表し、広く市民の皆さんからご意見を募集し
ます。
　お寄せいただいたご意見は、市の考え方を整理した
上で公表することとしています。なお、個々のご意見・
情報には直接回答しませんので、ご了承ください。

●公表期間・募集期間
　2月1日（月）～3月2日（火）

●公表方法
　市ホームページに掲載、社会福祉課・各支所での閲覧

●意見を提出できる方
　市内に在住・在勤・在学の方

●意見の提出方法
　�住所、氏名、電話番号を明記の上、直接提出いただく
か、郵送（3月2日必着）・FAX・Eメールのいずれかで
提出してください。

　　　　　　　　　　社会福祉課 児童家庭支援担当
〒528-0005　水口町水口5609番地
☎ 65‐0705　  63‐4085
Eメール  koka253000@city.koka.lg.jp

提出先・問い合わせ

甲賀市次世代育成支援
後期行動計画（案）への
ご意見募集

　

市
で
は
、「
甲
賀
市
観
光
振
興
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。こ
の
計
画
は
、市
の
観
光
振
興
に
対
す
る
大
き
な
方

向
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、計
画
の
原
案
を
公
表
し
、広
く

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
計
画
策
定
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
公
表
期
間
・
意
見
募
集
期
間 

　

2
月
1
日（
月
）〜
3
月
2
日（
火
）

■
公
表
方
法 

　

�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、商
工
観
光
課
・
水
口
庁
舎
・
各

支
所
で
の
閲
覧

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

�

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
個
人
お
よ
び
法
人
・
そ
の
他
の
団
体 

■
意
見
の
提
出
方
法 

　

�

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、直
接
提
出
い
た
だ

く
か
、郵
送（
3
月
2
日
必
着
）・
F
A
X
・
E
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

甲
賀
市
観
光
振
興
計
画（
案
）へ
の
ご
意
見
募
集

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
担
当

〒
5
2
8
-8
0
5
2　

水
口
町
水
口
6
0
5
3
番
地

☎
6
5
-0
7
0
8　

 

6
3
-4
0
8
7

Ｅ
メ
ー
ル　

koka2
7
1
0
0
0
@
city.koka.lg.jp

　

平
成
21
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
、人
権

擁
護
委
員
の
伊
室
氏
が
任
期
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
が
、新
た
に
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
ら
れ
、1
月
1
日
か
ら
再
任
さ

れ
ま
し
た
。任
期
は
、平
成
24
年
12
月
31

日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

　

今
後
も
、市
内
の『
人
権
・
よ
ろ
ず
相

談
』を
中
心
に
、「
人
権
週
間
」に
お
け
る

街
頭
啓
発
等
、市
内
で
の
人
権
擁
護
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
を
抱
え
て

お
ら
れ
る
方
は
、人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
再
任
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

　

伊い
む
ろ室　

信の
ぶ
こ子

氏（
甲
南
町
寺
庄
）

人
権
擁
護
委
員
に

伊
室
氏
を
再
任

問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課　

人
権
政
策
担
当

☎
6
5
-0
6
9
4　

 

6
3
-4
5
8
2
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寒風の中たすきつなぐ

　

市
で
は
、新
成
人
の
皆
さ
ん
を
お

祝
い
し
よ
う
と
1
月
10
日
、あ
い
こ

う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
成
人
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
、市
内
で
成
人
を
迎
え
ら
れ

た
の
は
、1
，1
4
1
人
の
皆
さ
ん

で
、会
場
の
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル
に
は
、約
7
0
0
名
の
皆
さ
ん
が

集
ま
ら
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
友
達
と
の
再
会
を

喜
ぶ
皆
さ
ん
や
、お
互
い
の
成
長
に

驚
く
皆
さ
ん
で
会
場
は
溢
れ
、成
人

を
迎
え
た
喜
び
を
共
に
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

式
典
で
は
、中
嶋
市
長
か
ら
新
成

人
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
、ま
た
新
成
人
を
代
表
し
て

菊き
く
た田

薫か
お
るさ

ん（
甲
賀
町
）か
ら
市
長
に

誓
い
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は「
大
人
へ
の
仲
間
入
り
」

を
記
念
す
る
日
。甲
賀
市
の
将
来
を

担
う
若
い
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活

躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〜
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で

　

成
人
式
開
催
〜

1
，1
4
1
人
が

新
成
人
に

▲

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
菊
田
さ
ん
と

　
中
嶋
市
長
が
力
強
く
握
手

▲会場に集う新成人の皆さん

マ
ラ
ソ
ン

小学生男子……嶌
しま

　　貴
たかひろ

広

小学生女子……小
こ に し

西　萌
も え

慧

一　般…………新
あらじろ

城　イタロ

駅
伝

支部対抗………土山
小学生男子……甲賀JAC・A　
小学生女子……甲賀JAC・A
一　般…………TEAM中3

▲沿道の声援を受け
　力走する選手

▲ゴール前の接戦

▲一斉にスタートする各チーム

　土山体育館前を発着点とするあいの土山マラソンコース
で、1月17日、甲賀市民駅伝競走大会が開催されました。
　9区間、40.3キロを走る支部対抗の部には、地域で構成された
チームが参加、4区間8キロを走る一般、小学生の部では、市内の
地域スポーツクラブ、スポーツ少年団などのチームが参加、健脚
を競いました。寒風の中力走する選手の皆さんに、沿道からは大
きな声援が贈られ、全チームがたすきをつなぎ走りぬきました。
　また、2キロコースで競うマラソンも行われ、それぞれがベス
トを尽くしました。
　今年から、駅伝とマラソンに一般の部が新設され、中学生など
が出場し、一段と盛り上がった大会となりました。

甲賀市民駅伝

敬称略

各部門の
優勝チーム（者）

2010.2.17



　私の住む地域は、鳥獣保護区に指定されています。
毎年、田畑の防御ネットなどにかかる鹿は10頭では済
みません。鹿の被害を受けないための防御ネットなど
の資材費や労力等は農家や山林所有者に依存されて
いるのが現状です。保護区の解除をお願いしても、代

替地がないことなどの理由から放置されます。保護区
を変更してほしいです。また鹿の生息数に基づき、年
度ごとの捕獲数を設定して駆除に努めてほしいです。

（50代　男性）

皆さんからお寄せいただいた声
市長への手紙

　鹿対策にかかる鳥獣保護区の解除については、県知
事が鳥獣の保護を目的に設定しており、近年の事例を
みても解除や区域縮小は難しい状況です。
　しかし、鳥獣の生息状況や環境等を勘案しながら各
種施策を展開することとしていることからも、現在、
県では主に鳥類の保護を重点としており、鳥類の生息
を脅かさないように配慮した上でのニホンジカの捕
獲は可能となっています。
　今後、地域で農作物等の被害が発生したら、区長様
または農業改良組合長様より鳥獣捕獲依頼書を提出
いただければ対応しますので、よろしくお願いしま
す。ただ、有害鳥獣捕獲は、猟友会より選任された方の
みが従事者となることと、11月15日から3月15日ま

での狩猟期間は捕獲許可を出せませんので、ご理解を
お願いします。
　次に、ニホンジカ捕獲目標ですが、県特定鳥獣保護
管理計画により、草津市、守山市、栗東市、野洲市およ
び湖南市を含む湖南地域推定生息数3,900頭に対し捕
獲目標頭数1,100頭と設定されており、それを甲賀市
に換算すると推定生息数約2,700頭に対して目標頭数
が760頭となります。
　平成20年度では、ニホンジカ広域一斉駆除事業に
より533頭を捕獲しており、一般狩猟を含めると目標
頭数に達しているものと考えます。平成21年度につ
いても同様のペースで進めています。

鹿対策についてQ

鳥獣保護区での鹿被害、鳥類の生息を考慮した上でニホンジカの捕獲は可能。
平成20年度、ニホンジカ広域一斉駆除事業では533頭を捕獲。平成21年度も同じペースで捕獲へ。A

秘書広報課　広報公聴係　☎ 65‐0675　  63‐4619
問い合わせ

　

家
庭
で
毎
日
出
る
生
ご
み
。燃

え
る
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
い
ま
せ

ん
か
?
そ
の
生
ご
み
に
少
し
の
手

間
を
掛
け
る
だ
け
で
、生
ご
み
の

量
が
少
な
い
家
庭
で
も
、年
間
で

約
40
枚
の
袋
が
節
約
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
資
源
循
環
型
社
会
を
進

め
る
た
め
、「
生
ご
み
も
資
源
」と

い
う
発
想
で
、家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
の
収
集
・
堆
肥
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
末
に
は
参
加
世
帯

が
4
，6
1
2
世
帯
で
約
8
2
9

ト
ン
だ
っ
た
生
ご
み
の
年
間
収
集

量
も
、平
成
21
年
度
に
は
12
月
末

現
在
で
8
，0
2
6
世
帯
と
な
り
、

約
1
，2
0
0
ト
ン
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。今
後
さ
ら
に
生
ご
み
堆

肥
化
を
推
進
し
、可
燃
ご
み
を
減

ら
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
申
込
方
法

①�

ま
ず
区
・
自
治
会
の
地
域
環
境

委
員
さ
ん
か
区
長
・
自
治
会
長

さ
ん
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

②�

区
・
自
治
会
の
役
員
さ
ん
は
参

加
希
望
の
方
の
組
、ま
た
は
区
・

自
治
会
単
位
で
事
業
へ
の
参
加

に
つ
い
て
生
活
環
境
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。必
要
に
応
じ
て

説
明
会
を
開
催
し
、市
の
担
当

が
説
明
し
ま
す
。

③�

集
積
所
ご
と
に
参
加
者
名
簿
を

作
成
し
、実
施
申
込
書
を
区
・
自

治
会
か
ら
市
に
提
出
い
た
だ
き

ま
す
。（
約
2
週
間
で
参
加
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

生
活
環
境
課　

廃
棄
物
対
策
担
当

☎
6
5
-0
6
9
0

 

6
3
-4
5
8
2

〜
生
ご
み
堆
肥
化
循
環
シ
ス
テ
ム
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
〜

　

平
成
21
年
度
に
生
ご
み
処
理

容
器（
バ
ケ
ツ
・
電
気
式
）等
を

購
入
さ
れ
た
場
合
、購
入
金
額

の
4
分
の
1（
上
限
1
万
円
）の

補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
請
書
・
請
求
書
は
市
役
所

窓
口
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
て
配
布

し
て
い
ま
す
。な
お
、平
成
21

年
度
中
に
処
理
容
器
を
購
入

さ
れ
た
方
は
、3
月
31
日
ま
で

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。期

限
を
越
え
ま
す
と
補
助
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器
を

購
入
さ
れ
た
方
は

生
ご
み
も
資
源
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厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す

が
、福
祉
分
野
で
は
、事
業
所
の
採
用
が
比
較

的
盛
ん
で
す
。ま
た
、今
後
も
高
齢
化
の
進
行

等
に
よ
り
人
材
不
足
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、介
護
の
資
格
を
持
た
な
い
人
で
、介
護
等

の
業
務
に
従
事
す
る
意
欲
が
あ
る
方
を
対
象

に「
働
き
な
が
ら
資
格
を
と
る
」介
護
雇
用
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、国
の
緊
急
雇
用
対
策

の
一
環
で
、県
が
委
託
す
る
事
業
者
と
求
職
者

と
が
1
年
間
の
雇
用
契
約
を
結
び
、給
料
を
得

な
が
ら
無
料
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
等
の

講
座
が
受
講
で
き
る
も
の
で
す
。受
講
後
は
、

事
業
所
で
介
護
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
の
確
保
と
質
の
向
上

を
め
ざ
し
ま
す
。

■
対
象
者　

　
�

介
護
の
資
格
を
持
た
な
い
人
で
、介
護
等
の

業
務
に
従
事
す
る
意
欲
が
あ
り
、1
年
間
福

祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
働
け
る
方
。

た
だ
し
、県
が
委
託
す
る
事
業
者
に
職
員
と

し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
取
得
で
き
る
資
格

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
な
ど

　

�（
県
が
委
託
す
る
事
業
者
が
受
講
す
る
講
座

を
決
定
し
ま
す
。）

■
採
用
予
定
人
数

　

60
人

■
求
人
期
間

　

3
月
末
ま
で
を
予
定

■
求
職
方
法

　

�

県
が
委
託
す
る
事
業
者
の
求
人
票
が
あ

る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
手
続
き
を
行

い
ま
す
。

■
そ
の
他

　

�

雇
用
期
間
中
の
給
料
等
の
労
働
条
件
は
、各

雇
用
事
業
者
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

•
制
度
全
般
に
つ
い
て

　

県
健
康
福
祉
政
策
課

　

☎
0
7
7
-5
2
8
-3
5
1
2

　

 

0
7
7
-5
2
8
-4
8
5
0

　

市
社
会
福
祉
課  

健
康
福
祉
政
策
担
当

　

☎
6
5
-0
7
0
0

　

 

6
3
-4
0
8
5

•
委
託
事
業
者
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　

県
元
気
長
寿
福
祉
課

　

☎
0
7
7
-5
2
8
-3
5
2
3

　

 

0
7
7
-5
2
8
-4
8
5
1

•
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　

県
障
害
者
自
立
支
援
課

　

☎
0
7
7
-5
2
8
-3
5
4
3

　

 

0
7
7
-5
2
8
-4
8
5
3

あ
っ
た
か
介
護
は
じ
め
ま
せ
ん
か
?

〜「
働
き
な
が
ら
資
格
を
と
る
」介
護
雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
〜

　市では、児童の健やかな成長、学校生活の充実を
願って、小学校、中学校に入学する児童を養育してい
るひとり親家庭（母子家庭、父子家庭）の母（父）、また
は養育者家庭の方に、入学支度金を支給します。

　市内に引き続き1年以上在住の方（住民登録がある
方）で、平成22年4月に小学校、中学校に入学される児
童を監護しているひとり親家庭、もしくは、両親のい
ない家庭の方。　
　　
　2月1日（月）～3月1日（月）
　（土・日・祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

　市民窓口センターおよび各支所

●�小学校入学（平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれ）
　5,000円
●�中学校入学（平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれ）
　10,000円

　3月31日（水）

※�手続き期間後の申請は認められませんので注意し
てください。�（個別に通知はしません。）
※�支給要件等詳細はお問い合わせください。

ひとり親家庭等入学支度金の申請

　　　　　　  社会福祉課  児童家庭支援担当
☎ 65‐0705　  63‐4085
問い合わせ

対　象

申請期間

申請場所

支給額

支給日

2010.2.19



に
児
童
は
思
わ
ず
身
を
乗
り
出
し
な
が
ら
鑑

賞
。伝
統
芸
能
を
学
び
、楽
し
み
、身
近
に
触

れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今年もみんなの安全を
願っているでござる

な
門
松
に
大
喜
び
。１
月
８
日
に
は
、全
園
児

が
玄
関
か
ら
、は
ん
ど
う
忍
者
が
住
む
飯
道

山
に
む
か
っ
て
大
き
な
声
で
お
礼
を
言
い
、

１
年
の
元

気
を
約
束

し
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
の
い
な
い
年
末
に
、玄

関
に
そ
っ
と
置
か
れ
る
門
松
。今

年
も
貴
生
川
幼
稚
園
に「
は
ん
ど
う
忍
者
」

か
ら
門
松
が
届
き
ま
し
た
。

　
「
は
ん
ど
う
に
ん
じ
ゃ
は
、こ
と
し
も
み

ん
な
が
、な
か
よ
く
す
ご
し
て
、び
ょ
う
き

や
じ
こ
に
あ
わ
な
い
よ
う
ね
が
っ
て
い
る

で
ご
ざ
る
。」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
た
大
き
な
門

松
、「
は
ん
ど
う
忍
者
」に
扮
し
た
地
域
の

方
が
、子
ど
も
た
ち
の
１
年
間
の
幸
せ
と

安
全
を
祈
り
贈
っ
て
い
る
も
の
で
、今
年

で
14
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

年
が
明
け
登
園
し
た
園
児
た
ち
は
立
派

～
忍
た
ま
乱
太
郎
・
忍
者
の
世
界
～

忍
た
ま
乱
太
郎
が

甲
賀
に
参
上

画
や
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
で
大
人
気
の「
忍
た
ま
乱
太

郎
」の
原
画
な
ど
を
集
め
た
展
示「
忍
た
ま
乱
太

郎
・
忍
者
の
世
界
」が
１
月
６
日
～
11
日
、柑
子
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、忍
者
の
里
甲
南
を
P
R
す
る
と
と
も
に
、

も
っ
と
忍
者
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も

の
。同
公
民
館
が
乱
太
郎
の
原
作
者
尼あ

ま

子こ

騒そ
う

兵べ

衛え

さ
ん
の

事
務
所
に
依
頼
し
実
現
し

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、絵
本
原
画
や

ア
ニ
メ
セ
ル
画
な
ど
本
物

の
乱
太
郎
と
、火
縄
銃
、手

裏
剣
な
ど
の
忍
者
道
具
が

ず
ら
り
と
並
び
、忍
者
の
世

界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。貴
重
な
展
示
物
が
多
く

並
ぶ
と
あ
っ
て
、中
に
は

関
東
地
方
か
ら
新
幹
線
を

使
っ
て
訪
れ
る
人
も
。「
尼

子
さ
ん
の
作
品
が
こ
こ
ま

で
多
く
展
示
さ
れ
る
こ
と

は
全
国
的
に
も
珍
し
い
の

で
は
。忍
者
ワ
ー
ル
ド
を
満

喫
で
き
ま
し
た
。」と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

子

漫

優美な舞台芸術に魅了

本
の
代
表
的
な
伝
統
芸
能
と
し

て
国
際
的
に
も
有
名
な
能
、し
か

し
実
際
に
は
な
か
な
か
観
る
機
会
が
あ
り

ま
せ
ん
。そ
ん
な
能
を
観
て
体
験
す
る
、本

物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
が
１
月
19
日
に

水
口
小
学
校
で
、20
日
に
貴
生
川
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
日
は
全
国
的
に
も
有
名
な
能
楽
師

の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
謡

う
た
い

の
お
け
い
こ

や
、能
の
お
は
な
し
が
あ
り
、ま
た
、能
面

を
実
際
に
顔
に
着
け
る
体
験
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
は
、能「
土
蜘
蛛
」を
鑑
賞
、優
雅

で
迫
力
あ
る
動
き
で
繰
り
出
さ
れ
る
舞
台

日

～貴生川幼稚園へ
　「はんどう忍者」から門松届く～

～本物の舞台芸術体験～

▲ 能を体験する児童（貴生川小） ▲ はんどう忍者に向かって全員でお礼

▲ 貴重な忍者道具の展示 ▲ 色鮮やかな原画が展示された館内
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